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乳児突然急死の発生状況及びその剖検所見の概要

　本研究でいうSUD（sudden　unexpected　death）と

は、検案時死亡原因の決定が出来なかった乳児急死例を

ゼい、すべて剖検されている。なおベッド上の急死は

cot　deathとした。検索材料は総数206例（男115，女91）

である。

　A　乳児死亡例の実態調査

　1）　SUDの頻度

　最近6力年間のS　UDの発隼頻度は、第1図に示すご

とく・乳児総検耕の40～50％筋り・やや漸勘傾向

である。
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　豆）死亡時の月齢

　①　総数206例については・生後2ヵ月が39例（18．9

％）で最も多く、3ヵ月までが101例で約50％をしめ、

7ヵ月以上は少ない。

②cotdeath180例（男102，女78）についても、ほ

ぽ①と似た成績である。

　③SUD90例については、0～3ヵ月52例（男30，．

女22）57、8％。4～7ヵ月が27例（男15，女12）30．0％
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2，3図参照）
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内藤働乳児突然死の難状況及びその音1険所見の概要

　皿）　性別について

　総数206例の性別は男115例（55・8％）・女19例（44・2

％）。cot　death180例のそれは男102例（56，7％）、女78

例（43．3）。S　UD90例のそれは男50例（55，6％）、女40

例（44，4％）である。男の方がやや多い。（第3図）
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で総数の場合と同様である。

　③SUD90例については、春25例（27．8％）、夏21

例（23．3％）、秋12例（13．3％）・冬32例（35．6％〉であ

り冬に多く秋に少ない。

　V）死亡時刻にっいて
　①総数206例について、午前0～6時までが76例
（36，9％）、午前6時～正午までが58倒（28，2％）、正午

～午後6時までが42例（20，4％）、午後6時から午前0

時まで30例（14．6％）であり、午前0～6時の間が最も

多い。（第6図）
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　W）季節的変動

　①　総数206例については、春（3、4、5月）64例

（31．1％）、夏（6、7、8月）36例（17・5％）・秋（9・

10、11月）39例（18，9％）、冬（12、1、2月）67例（32，5

％）であり、春・冬に多く夏秋に少ない。　（第5図）

　②　cot　death180例については・春56例（3L1％）・

夏33例（18．3％）、秋32例（17，8％）、冬59例（32．8％）
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　②　CQt　death180例については、午前0～6時まで

が70例（38．9％）、午前6時～正午まで47例（26．1％）、

正午～午後6時まで38例（21．1％）、午後6時～午前0時

まで25例（13。9％）であり、①の場合と同様の成績であ

る。

　③　S　U　D90例については、午前0～6時までが32例

（35．6％）、午前6時～正午までが28例（3L1％）、・正午

～午後6時までがB例（20．0％）、午後6時から午前 O時

までが玉2例（13，3％）で①②の揚合と相似した傾向を示

しているg

Wi醒cr

B　SUDの発育状況

Sp6ng　　　Su㎜cr　　　Faヨ1

　工）身畏にっいて

　SUD90例の身長を2カ月ごとの月齢群に分け、第

7図に示した。MUD（morphologically　unexplained

death）というのは、剖検後詳細な病理学的検査を行っ

ても、、なお形態学的に死亡原因を明らかにし得られない

ものを指している。MUDの身長は月齢前半では一般に

高く、後半においては中齢占めている・また乳撒引

による窒息死のうち、吐乳の素因の明らでないものを自

丸の中に点を入れ区別してある。
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　皿）RoMerIn“oxについて
　S　UD90例のRI（RQhier工ndex一・・体重（9）÷身長3

（㎝）×104この指数は肥満度を表わす）の分布を第9図

に示した。MUDのR　Iは一般的に各月齢群の中で高価

　．第9図
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　11）　体重について

　SUD90例の体重の分布を身長と同様の月齢群に分け

第8図に示した。MU　Dの体重についても身長と同じ

く、月齢前半において重く、後半においては中位を占め

ている。

　　第8図
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内藤他＝乳児突然死の発生状況及びその剖検所見の概要

第11図
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を示すものが多い。言い換えれば栄養可良のものが多い

ということである。

C　諸臓器重量につい．て

　S　U　D90例の諸臓器重量（剖検時に秤量した重さ）の

分布を各月齢群別に検討した。

　』①　心麗量　，．

　SUD90例の心電量は第10図に示す。MUDの心重量
は各月齢群共に、）各群の中央値の近くか、又はそれよう

やや軽噸向を示している。要するにMUDの、ら臓はや

や小さいのではなかろうか？

　②　肺電量、・肝重量

肺と肝の重量はそれぞれ鋤1、1咽に示した．肺．肝

共に各月齢群の中で、重いもの、軽いもの、また中位の

ものが混在している・MUDに矯した特徴は得られなr

いo　　　　　 　　　　　　　’

　③脾・膵・腎誰量

SUDgO例の脾r膵・腎醗の分布は第13、．14、ユ5図

に示した。MUDのそれらは、各月齢群のほぽ中央値の
近くに分布している．

　④　甲状腺霊量

　第16図にS　UD90例の甲状腺重量の分布を示すl　M　U

Dの甲状腺重量はやや重い傾向を示している。

0’12’34・56～78、910，11

　　　　　　　　8ge　in　moπths

⑤ 胸腺重母．、

　SUD90例の胸腺重量の分布を第17図に示した。MU

Dの胸癒量は他郷UDのそれらに比し、一般に郵、

ものが多い・特に月齢前半において目立っている。

　⑥　副腎重量

MUDの講齪は胸麺量と販対をこ軽いもの（小
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内藤他＝乳児突然死の発生状況及びその剖検所見の概要
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さいもの） が多い。各月齢群共嗜何れも中央値以下であ

る。（第18図）

　⑦　胸腺重最と副腎重量との相関

　MUD11例は何れも副腎が軽く胸腺が重い範囲に分布

している。点線は胸腺259、副腎4．09をほぼ平均値と

している。（第19図）

　⑧大動脈起始部帳
　大動脈径の大小は動脈系の発育の良否を知る一つの物

差といわれる。MUDの大動脈起始部幅は第20図に示す

ごとく、月齢前半においてほぽ中位を、後半においてや

や上位を占めている。S　U　Dのうち、とくにMU　Dの動

脈系の発育が悪いということはできない。

　D　病理学的検案成績

　剖検90（SUD）の肉眼的ならびに顕微鏡的所見を総

合的に参酌鵬sUDそれぞれの死堺因を決定し・．

諸臓器の病理学的変化を検索した。

　エ）SUDの死亡原因

　①　機械的窒息の疑い
　検案時、死因決定ができないものであっても、一その死

体所見や状況調査等によって、一応機械的窒息ではなか

ろうかと疑われる47例の病理学的検索結果によーる死亡原

因の分類は第1表に示す通りである。本当に機械的窒息

（寝衣類、・身体の一部等による）と判断されたも』のは19

例、その大半が0～3ヵ月群である。機械的窒息を疑う

たが死因が疾病によるものと決定したもρは18例であ
る。』 の他の10例は一部臓器に極めて軽微な病変が認め

られるが直接死因となり得られないもの又は殆んど病的

変化の認められないもので、いわゆるMUD（morpho・

10gically　unexpla虹nβd・death〉・ といわれ・形態学的に

　　第1表

mechani．S．？

m◎chan．S，

disease＊

MUD

・一3m4－7m8－ilm．1

12”

12

2‘

6

5

6

1

1

2

』隆

26『 17 4i47
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第2表
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disease＊ 0－3m　4－7m　8－11m
pneumQnia 9 4 1 14

broncho． （5） （1） （1） （7）

int．stiti．

emorrh．

（2）

1）

（2）

1）

（0）

（0）

（4）一

2）

　macroph．
epatitis

（1） （0） （0） （1）

nephritis 0 1 0 1
heart　dis． 1 0 0 1

12 5 1 18

は死亡原因の説開がつかないものである。 機械的窒息を

疑ったもの47例中に10例のMUDが含まれていることは

注目に価する。

　また病死18例中には肺炎14例（気管支肺炎7例、間質

性肺炎4例、出血性肺炎2例、大単核球性肺炎1例）と

肝炎（virus性？）2例、心疾患（心内膜炎）1例が含

まれている。（第2表）

　②　乳汁吸引による窒息の疑い

吐乳した乳汁を鰭に吸引じて窒息したのでないカ、と

疑魏た28例について・①と同諏検索して縞した死

亡原因を第3表に示レた。この中、直接死因が病死と決

定されたもの7例（その殆んどが肺炎又は気管支炎）で

ある。

　第3表

　乳汁吸引による窒息と認められたものは21例であり、

吐乳の素因が恐危く病的なものであろうと考えられるの

は第4表に示すごとき16例である。吐乳の素因が生理的

か不明であるもの5例であり、この素因不開のも
のは

MUDに準ずるものと考えられる。

　③病死の疑い

　検案時病死ではなかろうかと疑つた14例について、①

②と同様に検索した結果、第5表に示すごとき疾患が判

明した。ごの中にもMUD1例が含まれて“る。肺炎10

例（気管支性6例、間質性2例、大葉性2例）、髄膜炎

1例、肝炎1例、心奇型1例である。

　第5表

di託ase？　0－3m　4－7m8＿12m
pneumonia

　broncho．

　int，stiti．

　10bar

meningitis

hepati‘is

heart　dise

MUD

7
（4）

（1）

（2）

0
1
1
1

　1　・　　　3

（0）　　（2）

（1）　　（0）

（0）　　（0）

　0　　　　1

　0　　　　0

　0　　　　0

0　　　　0

10

（6）

（2）

（2）

工

工

1
1

10 1 3 14

aspirati◎n　？

disease

aspiration＊
　（patholo、）

aspiration

　（unknQwn）

第4表
factor　of
vomitting

bronchitis

＆pneumQnia
enteτitis
hepatitis

endcardit互s
hydrocephalus

nephritis

0－3m　　　4－7m　　　8－11m

3

9

3

2

5

2

2

2

0

15 9 4

0－3m　4－7m　8－12m

6

0
1
1
0
1

3

0
1
0
1
0

1

1
0
0
0
0

9 5 2

7

16

5

28

工0

1
2
1
1
1

16

　④SUD90例の死因分類
　以上のごとく病理学的検索によるSUD90例の死因分

類は第6表にまとめて表示した。病死39例（43．3％）、

機械的窒息19例（2L1％）・乳汁吸引による窒息21例、

　（23，3％）、MUD11例（12．2％）である。

　⑤ MUD例にみられる臓器粗織所見　　　　　　’

　MUD11例に共通した所見は認め難いが、主として次

の様な組織像がみられる。

　大脳皮質の軽い浮腫、肺胞の一部又はやや広い範囲の

浮腫や出血、肺胞内の大単核球の軽度の浸潤、心筋線維

の軽微な水腫様変性や軽度の空胞形成、肝細胞質の疎化

や軽度の膨化、小脂肪穎粒の沈着、 グリソン氏鞘周辺の

細胞浸潤、腎細尿管上皮の浮腫性混濁、副腎皮質の菲薄

化やリビッド減少、胸腺実鷹の充実像やハッサル小体の

肥大等である。

　∬）　呼吸器の炎症性変化の有無

　S　U　D90例の肺組織片につき、いわゆる炎症性変化の

認められたものは53例（58，9％）である
。ここでいう炎

痺性肇化とは肺炎、気管支炎は勿論のこと、限局性であ

っても明らかな炎症像が気管支又はその周囲、間質や肺

胞内にみられるものをいケ。・第7表に前項の①、、②、r
③

r1皐8一



内藤他＝乳児突然死の発生状況及びその剖検所見の概要

第6表　SUDDENU醗XPECTEDDEATHINI耶ANCY

DISEASE

　respiratory　S、

　central　nerv．S．

　c玉rculat．O．S．

　the　others　S，

　M　U　D
　dystocia

SUFFOCATION

　mechanical　suff．
　（bedding，cloth）

　（human　body）

　（the　others）
aspiratbn

　（P＆thologica1）

　（unknown）

N．B．

M F

2

2

1

2

1
1

0－3m
M F

11

1
1

3

1

5
3

4
1
1
1
2

3
1
1

4

4r7m

M F 階1
6
1

2

2

1

1
2

工

4

3

4

3

1

1

2

2

1

1

M

tota1

F

22

1

2
3
2

5
1
2

7
5

7
2
2

9

50 40

29

2
1
3

11

4

12

3
4

16

5

90

第了表

　total

INFLAM，CHANGE　OF　LUNG

　　　53／go　　　58．9％

mechan．S．～

0－　3m

4－　7m

8－11m

aspirati・n’

0－　3m

4－　7m

8－11㎝

disease　？

0－　3m

4－　7cm

8－11㎝

（＋）

疑い14例中11碗（78．6％）である。窒息を疑った乳児急

死例の約50％以上に肺の炎症性変化を形態学的に認め

た。

14／26

10／17

2／4

53．8％

58，3％

50．0％

E　SUDと人工栄養

26／47 55，3％

（＋）

8／15

5／9

3Z4

53，3％

55．6％

75．0％

16／28 57．1％

　工）　乳児急死例の栄養方法

　総数206例、cot　death180例、SUD90例について、

それぞれ判明している栄養方法の割合を第8表に示し

た。何れも約20％が栄養方法不明である。

　総数206例の54．4％、cot　deathの58，9％、SUDの

60．0％が人工栄養である。

　さらにS　U　D90例の各死因群における各栄養方法の割

合を第21図に示した。MUDの90，9％、素因不明の乳汁

吸引例の80．0％が人工栄養であり、他の死因群より高率

である。

（＋） 第8表
8／10

1／1

2／3

80．8％

100．0％

．66．7％

11／14 78．6％

の各群における炎症性変化の発現頻度を示したものであ

る。・機械的窒息を疑ったもの47例中26例（55，3％）、乳汁

吸引による窒息を疑った28例中16例、（57，1％）㌧病死の

total　death

cot　　death

S　U　D

nutritional　condit食on

cow　　mix　　mother　unknown

112　　17　　25　　42（54．4％）（8，3％）（12．1％）（20，4％）

106　　　　　15　　　　　21　　　　　38

（58．9％）（8．3％）（1L7％）（21，エ％）

　54　　　　8　　　10　　　　18
（60．0％）（8．9％）（1L1％）（20．0％）

206

180

90
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第21図
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　H）　大単核球の肺胞内浸潤と栄養方法

　肺胞内にみられる大単核の貧食細胞の浸潤はS　U　D90

例中38例（42．2％）に、MUD11例中8・例（72．7％）に

見られる。著明な大単核細胞の浸胞は、S　U　Dの19例

（21f1％）に・MUDの3例（27、3％）にみられる。（第

9表）

　また第22図にて明らかなように人工栄養児の肺に大単

核球の浸潤しているものが多く、約55％にみられ、約30

％にやや著明である。母乳栄養児では署明な同細胞の浸

潤はみとめられない。

第23図
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　F　SUD（とくにMUD）と溢血点

　従来から室息死の診断根拠の一つに粘膜や漿膜に発生

する盗血点が問題視されている。S　U　D90例の心外膜、

胸膜、胸腺、 腎巌および眼結膜について盗血点発生の頻

　第9表　INFILTRATION　OF　MACROPHAGE
　　　　　AND　NUTRITIONAL　CONDITION

「espi・D・。therD．駅繭i5．a5pir．asρir．阿リD

　　　　　　　　‘p故h．｝〔unkn㈲
diseOSO　　SurfOCOtiOP

3cciごent

度を各死因群別に比較検討した。第23図に示すごとく

MUD群にも室息群とほぼ同率程度に、心外膜、胸腺お

よび胸膜に盗血点が発生している。

nut．cond．

COW
mix

mother

unknown

（＋，＋＋） （＋＋）

29／54（53．7％）

2／8（25，0％）

2／10（20，0％）

5／18（27．8％）

16／54（29．6％）

1／8（12．5％）

0／10（o％）

2／18　（11，1％）

　G　気管枝内の脱落上皮細胞の充満

　工）　炎症性変化と脱落上皮細胞の充満

　S　U　Dの肺小気管枝内に粘膜上皮の脱落細胞が充満し

ている組織像がよく見られる。この現象が炎症に由来す

るものかどうか検討した。同細胞の充満している気管枝・

が1標本に3個以下のものを（＋）～それより多いものを

（朴）とした場合、第24図に示すごとく、Dの豆項セ述べ
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第24図
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第25図
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　　　　　　　　一　　　　’　　　　　　　　F　　　　　，
　　　　　　　　1　　　　，
　　　　　　　　『　　　　’
　　　　　　　　ノ　　　　　’
　　　　　　　『Q　　、ノ
　　　　　　　ノ　　　　　　’
　　　　　　，　　　　　　　　”
　　　　　　’　　　　　　　　　♂

　　　　　　　　’　　　　　ノ
　　　、F9’　　　”
Q【’一〆 　　　　　　，●

　　　F●一’
●四一

9（＋，略＋）

戸（＋＋）

inflam．（一》　　lnflam．（十）

6 12 24　　　　 36　hrs．

　postmortem

た炎症像の有無によつて比較すれば、（什）のものが炎症

群にやや多いということができる。

　五）死後変化と脱落上皮細胞の充満

　死後経過時間を6時間単位に区分して脱落上皮細胞の

気管枝閉塞像との関係を検討した。’ 25図に示すごとく

24時問を過ぎると、閉塞の頻度が急に高くなる。従って

脱落上皮細胞による鍼管枝閉塞像は炎症性変化の影響は

全く否定することはできないが、死後変化め影響がより

大きいものと認められる。生前の肺機能を判断する場

合、死後変化の影響を充分考慮せられねぱならない。
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